
 
復興知事業・令和 8年度第 1回いわき市分科会が開催されました（2026/9/18） 
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 2026 年 9 月 18 日（金）、大学等の「復興知」を活用した地域共創人材育成・定着推進

事業に係る「令和 8 年度第 1 回いわき市分科会」がハイブリッド（いわき市役所）開催さ

れました。 

 本分科会は、2026年度から新たに開始された「復興知」事業において、いわき市をフィ

ールドとして活動する事業間の連携を促進するとともに、地域との継続的な対話・連携の場

を形成することを目的として設置されたものです。当日は、東京大学・福島工業高等専門学

校による「復興未来人材共創プログラム」、東北大学による「BOSAI から総合知と地域・文

化を学び地域で活躍する人材育成プログラム」、慶應義塾大学による「『高度 AI 人材育成・

浜通りモデル』の構築」の 3 事業について、それぞれの事業概要や 2026 年度の取り組み

が紹介されました。 

 東北大学からは、柴山明寛准教授（災害文化アーカイブ研究分野）が「BOSAI から総合

知と地域・文化を学び地域で活躍する人材育成プログラム」について発表しました。本事業

では、防災・減災に関する知識・スキルと最先端の「総合知」を併せ持ち、将来の社会変化

にも柔軟に対応できる人材の育成を目指し、いわき市及び浪江町を主なフィールドとして、

大学生等と地域住民の双方を対象とした人材育成を進めています。 

 これらの取り組みを通じ、地域住民の防災力の向上に加え、学生が防災・減災の最前線か

ら学び、課題解決能力や社会変化への対応力を身につけることを目指しています。 

 当研究所では今後も、いわき市における防災・減災の取り組みを継続して支援し、さらに

推進してまいります。 

 

 
分科会において発表する柴山准教授 

 

文責：柴山 明寛（災害文化アーカイブ研究分野）、岩瀬 恵一（地震津波リスク評価（東京海

上日動）寄附研究部門）、千釜 章（地震津波リスク評価（東京海上日動）寄附研究部門）、

齋藤 玲（認知科学研究分野） 
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